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市
民
社
会
と
新
し
い
社
会
政
策

ー

ベ
ー
シ

ッ
ク

●
イ

ン
カ
ム
論

に
向
け
て
ー

亀
山

俊
朗

〈要

旨
〉

市
民
社
会
を

創
生
す

る
た
め

の
制
度

的
手
段
と

し
て
、
個

々
人

に
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
を
提
供
す

る
と

い
う
新

し

い
社
会
政
策
が
注
目
さ
れ

て

い
る
。
市
民
社
会

に
は
、

「自
由

な
政
治
的

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
」
、

「新
し

い
社
会
的
再
生
産

の
場
」
と

い

う

二
側
面

が
あ

る
。
そ

の
第

一
の
側

面
を
実
現
す

る
手
段

と
し

て
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン

カ
ム
を

導
入

し
よ
う
と

い
う

議
論
は

、

一
定

の
政
治
意

識
を
持

つ
も

の
に
対
し

て
し
か

説
得

的

で
は
な

い
つ
第

二
の
側
面
か

ら
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
を
位
置

付
け
る
議
論

の
ほ
う

が
、
よ
り
多

く

の
人

々
の
関
わ

力
を
示
し
、
社
会

政
策
と
し

て
認

め
ら
れ
や
す

い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
社
会

的
再
生
産
労

働
は
社
会

の
全

成
員

に
関
わ

る
こ
と
と
は

い
え
、
そ
れ

へ
の
参

加

の
政
治

的
促
進

が
必
要
だ
と

し
た
ら
、
そ

こ
に
は
や
は
り
あ

る
規
範

が
求
め

ら
れ

る

の
で
、

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
導

入

の
根
拠
と

し

て
は
ま
だ
不
足

か
畜

し
れ

な

い
。

そ
こ

で
よ
り

普
遍

的

な

「
万

人

の
真

の
自

由
」

と

い
う

規
範

か
ら

ベ
ー

シ

ッ

ク

・
イ

ン
カ

ム
を
提
案

す

る
議

論
が
検
討
さ

れ
る
。
そ

こ
で
は
、

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン

カ

ム
の
支

給
は
、
労

働
な

い
し
は
労
働

の
意
志

の
有
無
を
問

わ
な

い
無
条
件
な
も

の
で

あ
る
と
さ
れ

る
。

し
か
し

一
方

で

「万

人
」

に
は
後
続

世
代

も
含
ま

れ
る

の
で
、

そ
の

提
供
は
持
続

可
能

な
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず

、
そ
の
点
か
ら
支
給
額
は
規
定
ざ

れ
る
。

そ

の
た
め
、
全

て
の
人

の
自
由
を
保
証
す

る
た
め

に
最
大
限

の
額
を
提
供

す
る
と

い
う

,
一
見
理
念
的
な

こ
の
議
論

は
、
財
政
的
な
懸
念

や
パ
タ

ー
ナ
リ
ズ

ム

へ
の
警

戒
と

い
っ

た
ベ
ー

シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム

へ
・の
疑
問
に
対
応
し
得

る
現
実
性
を
持
ち
う
る
。

キ

ー
ワ
ー
ド

市
焜
社
会

、
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
、

「万
人

の
真

の
自
由
」

無
条
件
性
、
持
続
可
能
性
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
「市
民
社
会
」
を
支
え

る
制
度
と
し
て
、
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
.・
イ
ン
カ

ム
」
を
人
々
に
供
給
し
よ
う
と

い
う
新
し
い
社
会
政
策
案
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
意
義
と
現
実
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
第

一
節
で
は
、
現
在
論
じ
ら

れ
て
い
る
市
民
社
会
に
は
二
つ
の
側
面
が

あ
.る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
、
そ
の
二
つ
の
う
ち
、
市
民
社
会

を
.自
由
な
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
.ー
シ

ョ
ン
の
場
と
捉
え
る
立
場
か
ち
ベ
ー
シ
ッ

ク

・
イ
ン
か
ム
を
位
置
付
け
る
議
論
を
み
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
そ
う
し
た
位

、置
付
け
に
満
足
し
な
い
。
そ
こ
で
、
第
三
節
に
お
い
・て
、
市
民
社
会
を
新
た
な

社
会
的
再
生
産
労
働
の
場
と
考
え
る
立
場
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
位

置
付
け
る
議
論
を
検
討
す
る
。
そ
し

て
、
市
民
社
会
に
と

っ
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

.

イ
ン
か
ム
の
重
要
性
は
、
ま
ず
も

っ
で
第
二
の
側
面
か
ら
み
た
市
民
社
会
の
創

生

-
社
会
的
再
生
産
労
働
の
新
た
な
場
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
ど
、

そ
れ
が
第

一
の
側
面
か
ら
み
た
市
民
社
会

L
自
由
な
政
治
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

「ヨ
ン
の
場
を
形
成
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に

第
四
節
で
は
、
「万
人
の
真
の
自
由
」
の
制
度
的
手
段
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
導
入
を
提
案
す
る
左
派
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
議
論
を
検
討
し
、
ベ
ー
シ
ッ

ク

・
イ
ン
カ
ム
の
よ
り
普
遍
的
な
位
置
付
け
を
考
え
る
。
.最
後
に
第
五
節
に
お

い
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を

具
体
化
し
よ
う
と
す
る
際
に
想
定
さ
れ
る

反
論
に
つ
い
て
、
考
察
を
加

え
る
。

.

市
民
社
会
の
二
つ
の
側
面

福
祉
国
家
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
○
年
代
、

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
新
自
由
主
義
は
、
肥
大
化
し
た
と
言
わ
れ
る
国
家

(公
共
セ
.ク
タ
i
)
を

縮
小
し
、
従
来

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
市
場

(民
間
セ
ク
タ
ー
)
に
任
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
考
え
た
。
公
共
サ
ー
ゼ
ス
を

担
う
も
の
と
し
て
は
、
市
場
と
並
び
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
想
定
さ
れ
た
。

新
自
由
主
義

(新
保
守
主
義
)
、が
、
経
済
政
策
に
お

い
て
は
自
由
主
義
、
社
会

政
策
に
お
い
て
は
保
守
主
義
、
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
、
そ
う
し
た
新
自
由
主
義
政
策
に
限
界
を
覚
え
は
じ
め
た
立

場
の
も
の
も
、
ま
た
、
東
欧
革
命
を
経
て
、
旧
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
代
議

制
民
主
主
義
に
も
限
界
を
感
じ
る
よ
う
な
立
場
の
も
の
も
、
改
め
て

「市
民
社

会
」
概
念
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

市
民
社
会
Ω
<
二
〇。
oo
一Φ亳
は
、
長
い
歴
史
を
持

つ
概
念
で
あ
る
。
近
代
的
な

市
民
社
会
観
を
基
礎
付
け
た
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
国
家
と
市
民
社
会
が
対

置
さ
れ
、
市
民
社
会
は
市
場
と
同

一
視
さ
れ
て
お
り
、
以
降
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
市
民
社
会
論
で
は
、
圏市
民
社
会
と
市
場
を
区
別
七
、

、
国
家
、
市
場
、
、市
民
社
会
の
三
項
で
社
会
を
捉
え
る
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
民
社
会
と

い
う
場
合
に
も
、
論
者
に
お
い
て
様
々
な
定
義
や
用
法
・

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
在
用

い
ら
れ
る
市
民
社
会
概
念
を
、
大
き
く
二
分
し

て
み
た
い
。
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第

一
は
、
市
民
社
会
を
.
「自
由
な
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
と
し

て
捉
え
る
立
場
で
あ
る
。
第
二
は
、
市
民
社
会
を

「社
会
的
再
生
産
労
働
の
新

た
な
担
い
手
の
活
動
領
域
」
と
考
え
る
立
場
で
あ
ゐ
。

ま
ず
、
市
民
社
会
と
は

「自
由
な

政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
で

.
あ
る
、
と

い
う
立
場
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
い
。
.こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
主

と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
学
や
社
会
哲
学
を
中
心
と
し
た
市
民
社
会
論
の
立

場
で
あ
る
。
・近
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
見
直
し
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
し
ば
し
ば
取
噸
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
「市
民
社
会
」
を
意
味
す
る
語
と

七
て
従
来
の
σ
O
凝
Φ
島
o
ケ
Φ
O
①ω0
一一ωoげ
鋤
津

(「ブ
ル
ジ

ョ
ワ
社
会
」
)
で
は
な
く

N
一≦

σq
Φ
αLo
=
の
07
鋤津

(「市
民
社
会
」
。
英
語
9
≦
一
ωo
o
δ
蔓
な
ど
か
ち
の
造
語
)

と
い
う
新
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、

『
公
共
性

の
構
造

転
換

」
第

二
版

の
序
文

に
お

い
て

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
が

N
一く
凶茜
①ω
①=
ωご
9。坤
と
い
う
語
の
広
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
市
民
社
会
を

へ
ー
ゲ
ル
的
な
経
済
的
領
域
と

し
て
の
そ
れ
か
ら
区
別
す
る
。

を

「
…

市
民
社
会
と

い
う
語
に
は
、
労
働
市
場

・
資
本
市
場

・
財
貨
市
場
を
通

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

・じ
て
制
御
さ
れ
る
経
済
の
領
域
と
い
う
意
味
は
も
は
や
含
ま
れ
て
い
な
い
。

・関
連
文
献

の
替
か
に
こ
の
語
の
明
晰
な
定
義
を
探
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
徒
労
に
終
わ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も

《
市
民
社
会
》
の
制
度
的
な
核
心
を

な
す
の
は
、
自
由
な
意
志
に
心
と
つ
く
非
国
家
的

・
非
経
済
的
な
結
合
関
係

で
あ
る
。
も

っ
ぱ
ら
順
不
同
に
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
教
会
、
文
化

的
な
サ
ー
ク
ル
、
学
術
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
、
ス

ポ

ー

ツ
団

体

、

レ
ク

リ

エ
ー

シ

ョ

ン
団
体

、

弁

論

ク

ラ

ブ
、

市

民

フ

ォ
ー

ラ

ム
、

市

民

運

動

が

あ

り

、

き

ら

に

同
業

組

合

、
政

党

、

労

働

組

合

、

オ

r

ル

タ

ナ

テ

ィ
ブ

な
施

設

に
ま

で

及

ぶ
。
」

(
一宀
曽
σ
Φ
鬥
ヨ
9
ω
一
㊤
㊤
轟
"萸

×
<
一嵩
)

(傍

点

は
原

文

の
ま

ま

)

こ
う
七
て
市
民
社
会
は
、
国
家
σ
み
な
ら
ず
、
経
済

(市
場
)
か
ら
も
切
り

離
さ
れ
、
社
会
は
国
家

ゼ
市
場

・
市
民
社
会
の
三
層
構
造
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
議
論
を
政
治
学
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
し

た

コ
翫
エ
ン
ーー
ア
レ
イ
ト
ー
に
よ
れ
ば
、
市
泯
社
会
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
る
。
「経
済
と
国
家
の
間
に
あ
る
社
会
的
相
互
作
用
の
領
域

-
親
密
圏

(と
く

に
家
族
)
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

(特
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
i

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
)

・
社
会
運
動

・
公
的

コ
ミ
ュ
・ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
」

(O
σ
『
Φ
昌
曽
嵩
伽

〉
『9
0
一〇
㊤N
凱
×
)

コ
ー
エ
ン
ら
ば
、
市
民
社
会
を
経
済

(市
場
)
お
よ
び
国
家
と
区
別
し
、
市
民

社
会

の
政
治
的
役
割
は
、
直
接
に
は
権
力
の
統
制
や
掌
握
に
関
係
せ
ず
、
文
化

的
公
共
圏
に
お
け
る
民
主
的
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
非
抑
圧
的
な
討
議
を
通
し

て
、
国
家
や
市
場

へ
の
影
響
力

の
生
成
に
か
か
わ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
す
る
。

こ
う
し
た
市
民
社
会
像
を
、
本
稿
で
は

「自
由
な
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
の
市
民
社
会
」
と
呼
ぶ
。

こ
う
し
た
立
場
は
、
従
来
の
ソ
連
型
社
会
主
義
の
反
省
か
ち
、
市
場
や
国
家

を
所
与
の
も
の
と
し
、
市
民
社
会
は
市
場
や
国
家
に
影
響
を
与
え
改
善
し
て
い

く
も
の
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
色
濃
く
持

つ
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
市

民
社
会
は
市
場
や
国
家
を
補
完
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

市民社会と新しい社会政策231
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市
民
社
会
に
お
け
る
活
動
と
し
て
は
、

一
般
的
に
公
論
の
形
成
を
志
向
す
る
こ

と
や
、
民
主
主
義
的
参
加
の
促
進
、
政
治
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
〔-)。

.
続
い
て
二
.つ
目
の
、
市
民
社
会
を

「社
会
的
再
生
産
労
働
の
担
い
手
の
活
動

領
域
」
.と
し
て
捉
え
る
立
場
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
る

市
民
社
会
の
ア
ク
タ
ー
は
、
従
来
国
家
や
市
場
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
社
会
的

サ
ー
ビ

ス
を
新
た
に
担
う
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
型
の
N
P
O

(Z
o
5
七
「
o
h=

○
凝
餌巳
N
9
ユ
o
p
)
等

の
諸
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
公
共
セ
ク
タ
i

(国

家
Y
と
民
間
セ
ク
タ
ー

(市
場
)
に
よ
.っ
て
社
会
を
把
握
し
て
き
た
主
流
派
経

済
学
に
対
し
て
、、
「非
営
利
セ
ク
タ
ー
」
の
存
在
を
主
張
す
る
、
ア
メ
リ
カ
の
経

・

済
学
者
た
ち
を
中
心
と
し
た

「非
営
利
セ
ク
タ
ー
」
論

が
描
く
市
民
社
会
像
は
、

こ
の
立
場
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

非
営
利
セ
ク
タ
ー
論
の
中
心
的
論
者
で
あ
る
L

・
M

・
サ
ラ
モ
ン
ら
は
、
市

噛

場
で
も
国
家
で
も
担
い
切
れ
な
く
な

っ
た
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
、.
N
P
O
な

ど
を
通
じ
て
市
民
が
自
発
的
に
担
う

よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
、
全
世
界

に
広
が

っ
て

い
る
、
と

い
う
つ
民
間
セ
ク
タ
ー

(市
場
)

」
公
共
セ
ク
タ
、1

・
(国
家
)
に
加

え
、
非
営
利
セ
ク
タ
r
が
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
だ

(ω
巴
08
0
p
碧
ユ
>
9
σ
冒
一8
0
"
ω
)。
非
営
利
セ
ク
タ

ー
は

「市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
、
非
営
利
セ
ク
タ
ー
が
大

き
な
力
を
持

つ
よ
う
な
社
会
を
指
し

て
市
民
社
会
と
呼
ん
だ
り
も
す
る
。

こ
う
し
た
観
点
は
、
上
記
の
市
民
社
会

の
第
二
の
側
面
に
注
目
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、、
し
か
し
、
そ
の
よ
り
適
切
な
像
を
描
く
た
め
に
は
、
非
営
利

セ
ク
タ
ー
論
の
社
会
把
握
図
式
を
手
直
し
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ

非
営
利
セ
ク
タ
ー
論
が
依
拠
す
る
主
流
派
経
済
学
は
、
社
会
を
市
場
と
非
市

32
、
2

場
に
分
割
し
、
市
場
を
問
題
に
す
る
。
「し
か
し
、
国
家
が
市
場
に
お
け
惹
重
要

な
ア
ク
タ
ー
と
な
る
も
と
、
社
会
を
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民
間
セ
ク
タ
ー
の
二
つ

の
セ
ク
タ
ー
で
捉
え
る
よ
う
に
な

っ
た

(公
共
経
済
学
)。
さ
ら
に
、
公
共
セ
ク

タ
ー
で
も
、担
い
き
れ
な
く
な

っ
た
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
、
N
P
O
な
ど
で
構
成

す
る
非
営
利
セ
ク
タ
ー
が
担
う
、
と

い
う
の
が
非
営
利
セ
ク
タ
ー
論
の
基
本
的

な
図
式
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
家
計
が
公
共
セ
ク
タ
i

・
民
間
セ
ク
タ
ー

・
非

営
利
セ
ク
タ
ー
か
ら
財
や
サ
レ
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る

(図

。



こ
の
図
式
に
、
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
修
正
を
加
え
た
い
。
非
営
利
セ
ク

タ
ー
論
の
図
式
で
は
、'
家
族

(家
計
)
は
サ
ー
ビ
ス
を

一
方
的
に
受
け
る
も
の

だ

っ
た
。
し
か
し
、
当
初
非
市
場
的
な
領
域
と
さ
れ
た
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
領
域
の
活
動
も
、
資
本
主
義
の
進
展
の
も
と
そ
こ
で
の
財
や
サ
ー
ビ
ス
が
市

場
で
代
替
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
労
働
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
・仇
に
な
る
。

主
流
派
経
済
学
の
中
で
も
、
世
帯
や
世
帯
生
産
を
理
論
化
す
る
ベ
ッ
カ
ー
を
代

表
と
す
る
新
家
庭
経
済
学
が
形
成
さ
れ
た
。
.さ
ら
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学

は
そ
れ
を
推
し
進
め
、
従
来
の
有
償
労
働
/
非
労
働

(余
暇
)
と
い
う
二
分
法

を
疑
問
視
七
、
有
償
労
働
/
無
償
労
働
/
余
暇
と
い
う
三
分
法

へ
の
転
換
を
も

た
ら
す

(bU
僧O
評
Φ
「
一〇
Φ◎0)
。
従
来
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
デ
ィ
が
担

っ
て
き
た
無
償

労
働
と
い
う
費
用
、
す
な
わ
ち
社
会
的
再
生
産
労
働

(例
え
ば
家
事
、
.子
育
て
、

老
人
介
護
…
)
は
、
.外
部
化
さ
れ
、
政
府
、
企
業
、
家
族

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

い
う
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
に
分
配
さ
れ
、
三
者
間
の

「制
度
的
調
整
」
の
違

い
が

・
様
々
な
種
類

の
福
祉
国
家

の
型
を
生
ん
で
き
た
と

い
え
る

(岡
O
一σ
吋①
一㊤
㊤
心
)。

家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
政
府
や
私
企
業
と
並
ぶ
社
会
的
再
生
産
を
担
う
ア

ク
タ
渚
で
あ
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
近
年
、
福
祉
国
家
の
行
き
詰
ま
り
の
も
と
家
.

族
や
政
府
、
企
業
で
は
ま
か
な
い
切
れ
な
い
社
会
的
再
生
産
労
働
を
担
う
も
の

.

と
し
て
、
・N
P
O
な
ど
の
ア
ク
タ
:
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
情
は
、
図
2
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
と
わ
か
り
や
す

い
。

図2
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こ
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(家
計

・
家
族
)
は
、
国
家
、
市
場

(民
間
企
業
)

と
並
ぶ
福
祉
国
家
の
三
つ
の
ア
ク
タ
ー
の

一
つ
で
あ
る
。
N
P
O
な
ど
の
ア
ソ

シ
エ
レ
シ
ョ
ン
の
領
域
.は
、
そ
の
三
者
に
ま
た
が
る
場
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
、
市
場
に
加
え

て
、
N
P
O
な
ど
が
新
た
な

社
会
的
再
生
産
労
働
の
担
い
手
に
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
σ
こ
う
し
た
N
P

O
な
ど
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
を
、
本
稿

で
は
、「社
会
的
再
生
産
労
働

の
新
た
な
担

い
手
の
活
動
領
域
と
し
て
の
市
民
社
会
」
と
呼
ぶ
。
N
P
O
な
ど
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の
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
的
再
生
産
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
よ
う
な
、

社
会
が
市
民
社
会
で
あ
る
、
と
も
言
え
る
。

現
在
、
例
え
ば

「市
民
社
会
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
」
と
い
う
言
辞
が
あ
る

と
す
る
。
そ
れ
は
、
上
記
市
民
社
会

の
二
側
面
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
に
比
重
を

置
い
た
も
の
で
あ
る
場
合
が
多

い
。

日
本
で
の
用
法
を
み
る
と
、
環
境
問
題
や

外
国

へ
の
援
助
な
ど
に
取
り
組
む
国
際
的
な
N
G
O

(乞
8
6
0
<
Φ
;
ヨ
Φ
冓
巴

○
お
9法
N
9
けδ
p
)
の
活
躍
と

い
っ
た
具
体
例
を
挙
げ
て
市
民
社
会
の
発
展
を
説

く
論
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主

に
第

一
の
側
面
を
重
視
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

他
方
、
財
政
危
機
の
も
と
高
齢
者
介
護
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
N
P
O
な
ど

が
中

心
に
な

っ
て
市
民
社
会
の
力
で
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
っ
た
主

張
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主
に
第

二
の
側
面
を
語

グ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
両

者
は
不
可
分
で
あ
り
、
両
方
の
側
面
を
持

っ
た
議
論
も
多
数
あ
る
が
、
そ
の
比

重

の
置
き
方
の
違
い
で
こ
の
よ
う
に
二
分
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
い
ず
れ
の
市
民
社
会
像
を
描
く
に
せ
よ
、
そ
こ
に
人
々
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か

の
財
政
的
方
策
が
必
要
で
あ
る
②
市
民
社

会

の
第

一
の
側
面
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
自
由
な
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーー
シ
ョ

ン
の
権
利
、
す
な
わ
ち
政
治
的
市
民
権
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
社
会
的
市
民

権

の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
市
民
権
が
必
須
で
あ
る
。
経
済
的
市
民
権
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
場
や
国
家
と

は
防
り
分
け
ら
れ
た
市
民
社
会
を
確
立
で

き
る
し
、
ま
た
、
市
民
社
会
が
市
場

や
国
家
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。
市
民
社
会
の
第
二
の
側
面
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な

「物
的
基
盤
」
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
。
福
祉
国
家
の
行
き
詰
ま
り
の
も
と
、

再
生
産
労
働
の
制
度
的
調
整
の
新
た
な
型
と
し
て
N
P
O
な
ど
の
諸
ア
ソ
シ
エ

i
シ
ョ
ン
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
わ
せ
よ
う
と
い
う
政
策
が
、
各
国
で
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の

「
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

化
」
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
画

一
的
で
は
あ
れ
平
等

で
あ

っ
た
国
家
に
よ
る
社
会

的
サ
ー
ビ

ス
が
、
財
や
権
力
を
持

つ
程
度
に
よ

っ
て
格
差
が
つ
く
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
何
ら
か
の
再
分
配
的
な
財
政
保
障

-
例
え

ば

「持
た
ざ
る
も
の
」
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
助
成
金

-
が
必
要
に
な
る
。

し
か
し
、
単
な
る
財
政
援
助
は
、
租
税
国
家
の
危
機
と
い
う
国
家
の
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
化
の
そ
も
そ
も
の
動
機
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
行
政
の
簡
素
化
に
対

応
し
な
が
ら
も
、
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
に
対
応
し
た
な
ん
ら
か
の
措

.

置
が
必
要
に
な
る
。

市
民
社
会
を
支
え
よ
う
と

い
ヶ
方
策
案
の

一
つ
が
、
「ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
」
」で
あ
る
。
P

・
V

・
パ
リ

エ
ス
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム

・
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(切
H国
乞
)
総
会
に
お
い
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
を
次
の
よ
う
に
簡
明
に
定
義
し
て
い
る
。
「政
治
的
共
同
体
に
よ

っ
て
、
そ
の

す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
、
資
産
調
査
や
仕
事

の
要
求
な
し
に
個
々
人
に
支
払
わ

乳
る
収
入
で
あ
る
」
(℃
9
且
ω
b。
OO
O
)。

パ
リ
エ
ス
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
共
同
体
と
し
て
は
地
方
政
府
か
ら
国
民
国
家
、

E
U
ま
で
が
視
野
に
置
か
れ
、
原
資
と
し
て
は
様

々
な
税

-
広
範
な
付
加
価
値

税
、
特
定

の
目
的
税
な
ど

-
が
考
え
ら
れ
る
ρ
ま
た
、
種

々
の
社
会
保
険

・
社

会
保
障
を
、
税
と
そ
の
還
付
に

一
本
化
し
簡
素
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
従
来

の
社
会
保
障
等
の
総
額
を
上
回
ら
な
い
で
支
給
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
民
が
広
義
の
政
治
的
活
動

へ
参
加
し
た
り
、
社
会
的
な
再
生
産
労
働

に
従
事
し
た
り
す
る
こ
と
の
保
障
が
で
き
る
よ
う
に
な
・る
ゆ
恒
常
的
な
高
失
業
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率
の
も
と
、
有
償
労
働
と
、
こ
れ
ま

で
無
償
だ

っ
た
再
生
産
労
働
の
間
の
往
還

.

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
個
人
単
位
で
支
給
さ

れ
る
た
め
、
家
族
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
産
能
力
の
弱
体
化
に
も
対
応
し
、

こ
れ
ま
で
主
に
女
性
が
無
償
で
担

っ
て
き
た
再
生
産
労
働
を
社
会
的
に
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
さ
れ
る
。

ヂ

以
降
、
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が
持

つ
意
義
と
そ
れ
を
導
入
す
る
際
の
課

題
を
考
え
る
た
め
に
、
こ
の
新
し
い
社
会
政
策
案
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
し
て

い
く
。
次
節
で
は
、
ま
ず
、
第
.一
の
側
面
か
ら
見
た
市
民
社
会

-
自
由
な
政
治

的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
の
市
民
社
会
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
立

場
か
ら
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
論
じ
た
、

エ
イ
ド
リ
ア
ン

・
リ
ト
ル
の
議

論
を
見
る
。

二

「
政
治
的

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
場
」

と

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム

エ
イ
ド
リ
ア
ン

・
リ
ト
ル

(ζ
蓬

⑦
.N
O
OO
)
は
次
の
よ
う
に
ベ
ー
シ
助
ク

・

イ
ン
カ
ム
の
意
義
を
論
ず
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
的
な
市
民
権
の
概
念

は
社
会
的

・
政
治
的
権
利
に
限
定
さ
れ
す

ぎ
て
い
た
。
'経
済
的
市
民
権
は
福
祉
国
家
の
再
分
配
の
進
展
に
よ
軌
担
保
さ
れ

て
き
た
。
が

、
新
保
守
主
義
に
よ
り
そ
れ
が
掘
り
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

経
済
的
市
民
権
の
確
立
こ
そ
が
人
々
の
社
会
的

・
政
治
的
参
加
の
基
礎
と
し
て

重
要
で
あ
る
。
様
々
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
市
民

社
会
と
い
う
概
念
は
、
経
済
の
円
滑
な
循
環
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
、
ギ
デ
ン
ズ
の
よ
う
な
中
道
左
派

(グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

に
基
本
的
に
は
対
決
し
よ
う
と
し
な
い
の
だ
が
)
の
み
な
ら
ず
、
フ
ク
ヤ
マ
の

よ
う
な
新
保
守
主
義
者
に
も
用

い
ら
れ
て
い
る
α
む
し
ろ
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
の
よ

う
な
コ
ミ

ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
が
、
・多
元
的
に
個
々
人
が
参
加
す
る
場
と
し
て
市
民

社
会
を
捉
え
て
い
る
が
、
.し
か
し
、
彼
ら
に
し
て
も
、
市
民
社
会
は
実
際
に
は

国
家
の
規
制
や
営
利
企
業
の
活
動
の
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
中

立
的
な
場
と
し
て
考
え
て
い
る
と
い
う
問
題
点
を
持

っ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー

マ

ス
の
言
う
よ
う
な
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
独
立
し
た
自
由
で

多
元
的
な
市
民
社
会
は
、
賃
労
働
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
社
会
を
前
提
と
す
る
限

り
市
場
の
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
、
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
市
民

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が
要
請
さ
れ
る
。
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
市
民
社
会
論

(フ
ク
ヤ
マ
、
・ギ
デ
ン
ズ
、
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
、
キ
ー

ン
ら
)
で
は
、
市
民
社
会
を
経
済
的
合
理
性
か
ら
防
御
す
る
に
不
足
で
あ
る
。

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
市
民
社
会
論

(ゴ
ル
ツ
、
オ
ニ
ー
ル
ら
)
は
、
市
民
社
会
か
ら

市
場
の
論
理
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
最
も
説
得
的
な
議
論
は
両
者
の
問
に
あ

る
だ
ろ
う
。
、例
え
ば

(
ラ
デ
ィ
カ
ル
よ
り
は
主
流
派
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
)
バ

ー
バ
ー
は
、
リ
バ
ダ
リ
ア
ン

・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
と
も
旧
来
の
公

-
私

(政

府

-
市
場
)
図
式
に
基
づ
い
た
議
論
で
あ
る
と
批
判
し
た
上
で
、
市

民
社
会
を

・政
府
と
市
場
の
問
の
空
間
、
個
々
人
が
属
す
る
多
様
な
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

セ
ク
タ
ー
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
や
は
り
市
場
や
国
家
か
与
市
民
社
会

を
い
か
に
守
る
か
と
い
う
視
点
が
弱

い
。
そ
こ
で
、

(ゴ
ル
ツ
の
主
張
す
る
よ
ケ

な
)
よ
り
直
裁
な
改
革
案
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
リ
ト
ル
の
議
論
は
、
前
節
で
見
た

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
や
コ
ー
エ

ン
ーー
ア
レ
イ
ト
ー
ら
の
市
民
社
会
論

が
言
う
よ
う
な
、
経
済

(市
場
)
や
国
家

と
明
確
に
区
別
さ
れ
た
市
民
社
会
を

い
か
に
確
立
す
る
か
、
と

い
う
問
題
意
識

か
ら
、
べ
L
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
導
入
に
た
ど
り
着

い
て
い
る
。
べ
」
シ
ツ

ク

・
イ
ン
カ
ム
に
よ
る
経
済
的
市
民
権
と
い
う
基
盤

の
上
に
、
政
治
的
市
民
権

が
確
立
さ
れ
る
、
と

い
う
図
式

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
な
問
を

提
出
し
た

い
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
自
由
な
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
規
範
的
に
要
請
す
る
も
の
の
問
で
し
か
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

.ム
の
よ
う
な
政
策
は
合
意
さ
れ
え
な

い
.の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
経
済
的
市
民
権
は
人
々
の
よ
り
実
際
的
な
生
活
か
ら
要
請

さ
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
リ
ト

ル
も
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼

の
議
論
は
政
治
的
コ
ミ

ュ
ニ
ヶ
ー
シ

ョ
ン
と
の
関
連
の
面
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

イ
ン
カ
ム
を
論
じ
て
み
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
よ
り
広
く

人
々
の
あ
り
よ
う
と
関
連
付
け
な
け
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
社
会

政
策
と
し
て
現
実
味
を
持
つ
.こ
と
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も

コ
ー

エ
ン
"
ア
レ
イ
ト
ー
ら
の
よ
う
な
市
民
社

会
論
が
、
政
治
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
Lン
の
場
と
し
て
市
民
社
会
を
捉
え
て
い

る
、
そ
の
把
握

の
仕
方
が
は
ら
む
弱
点
に
も
つ
な
が
る
。
現
在
、
市
民
社
会
の

第
二
の
側
面
に
お
い
て
述
べ
た
、
社
会
的
再
生
産
労
働
を

い
か
な
る
制
度
的
調

整
の
も
と
で
行
う
の
か

-
国
家
、
市

場
、
家
族
、・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
N
P
O
等

諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
間
で
そ
れ
が
い
か
に
調
整
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
こ
そ
が
、
も

っ
と
も
重
要
な
政
治
的
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
諸
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
並
列
し
て
市
民
社
会

の
領
域
の

代
表
的
ア
ク
タ
ー
ど
し
て
挙
げ
る
コ
ー
エ
ン
ら
の
市
民
社
会
理
解
で
は
、
家
族

362

や
コ
ミ
ユ
ニ
テ
そ
が
担

っ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
再
生
産
労
働
が
他
の
セ

ク
タ
ー
に
よ

っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
調
整
の
も
と
に
置
か
れ
よ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
、
現
在
の
政
治
的
課
題
が
導
出
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
多
く
の
人
々
が
直
面
し
て
い
る
社
会
的
再
生
産
労
働
の
問
題
と

の
関

連
抜
き
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
社
会
政
策
と
し
て
は
成
立
し
え
な
い
。

そ
こ
で
こ
こ
で
節
を
改
め
、
社
会
的
再
生
産
労
働

-
こ
の
用
語
を
彼
ら
が
直

接
使
う
わ
け
で
は
な
い
が

-
と

の
関
連
で
、
社
会
政
策
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

イ
ン
カ
ム
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
ク
ラ
ウ
ス

・
オ
ッ
フ
ェ
ら
の
議
論
を
見
て

い
き
た
い
②

三

「
社
会
的
再
生
産
労
働

の
場
」
と
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ

ム

ク
ラ
ウ
ス

・
オ

ッ
フ
ェ
ら

(○
臨
Φ
"ζ
=
01評
Φ
づ
ぴ
奠
αq
Φさ
○
の
9
興

δ
O
①)
は
、

国
家
に
よ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
の
導
入
は
、
雇
用
危
機
の
も
と
国
家
の

義
務
で
あ
ゆ
、
財
政
上
も
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
ベ
ー

シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
額
は
、

賃
労
働
に
就
く
こ
と
を
阻
害
し
な
い
程
度
に
差
し
置
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
簡
素

な
財
政
上
の
手
続
き

(「負
の
所
得
税
」
な
ど
)
に
よ
る
た
め
、
既
存
の
各
種
手

当

・
補
助
金
等

の
総
額
を
下
回
り
得
る
。
個
人
に
対
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、

性
別
役
割
分
担
や
家
父
長
制
的
権
威
の
解
体
に
適
合
す
る
。

オ
ッ
フ
ェ
ら
は
、
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が
構
想
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、

先
進
諸
国
に
お
い
て
失
業
率
上
昇
の
た
め
に
賃
労
働
を
中
心
と
し
た
生
活
保
障



制
度
が
空
洞
化
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
継
続
的
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
は
減
少

し
、
社
会
は
安
定
的
就
労
者
群
と

不
安
定
な
就
労
者
群
に
分
裂
し

つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
、
労
賃
を
基
に
設
計
さ
れ
た
社
会
保
障
は
危
機
に
瀕
す
る

(例
え
ば

ド
イ
ツ
で
は
、
失
業
者
対
策
費
が
膨
れ
上
が

っ
て
い
る
)
。
ま
た
、
女
性
の
多
ぐ

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
が
、
従
来

の
家
計
単
位
の
社
会
保
障
制
度
の
も
と
で

は
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
福
祉
国
家
の
拡
大
は
、
賃
労
働
、

経
済
成
長
、
完
全
雇
用
に
依
存
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
が
縮
小
し
て
.い
る
。
少

数

の
賃
労
働
者
が
、
多
く
の
高
齢
者
な
ど
非
賃
労
働
者
羣
収
入
を
移
転
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
完
全
雇
用

に
基
づ
く
福
祉
国
家
の
横
…想
は
、
経
済
的

に
も
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
的
に
も
、
社
会

の
分
裂
を
も
た
ち
す
と

い
う
点
か
ら
も
、

非
現
実
的
に
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
賃
労
働
と
個
人
の
収
入
の
保
証
と
を
分
離
す
る

と

い
う
観
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
オ

ッ
フ
ェ
ら
は
言
う
。
イ
ギ
リ
ス
、
べ

・ル
ギ
亅
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
よ
う
な
、
恒
常
的
な
高
失
業
率
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
国
々
で
は
、
そ
の
こ
と
が
社
会
政
策
上
の
論
点
に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
社
会
保
障
の
原
資
は
保
険
料
で
は
な
く
税
収
が
基
盤
と
な
る
。
ま
た
、'

個
人
単
位
の
政
策
と
な
る
た
め
、
労
働
市
場
の
危
機
が
家
族
や
親
族
な
ど
に
及

冖

ぼ
す
影
響
を
薄
め
る
、
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
オ

ッ
フ
ェ
ら
は
次
の
三
つ
を
想
定
す
る
。
(
a
)

社
会

(民
主
)
主
義
的
.・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
反
論

(「賃
労
働
を
許
さ
れ
て
い
る

層
」
「と

「賃
労
働
か
ら
締
め
出
さ
れ
扶
養
さ
れ
る
層
」
と

い
う
分
化
を
生
む
の

で
は
な
い
か
)。
・(b
)
伝
統
的
社
会
政
策
論
者
か
ら
の
反
論

(新
良
由
主
義
的

な
労
働
市
場
の
規
制
緩
和
を
補
完
し
、
労
働
者
/
非
労
働
者
の
分
裂
を
促
進
す

乃
の
で
は
な
い
」か
)。
(
c
)
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
反
論

(労
働
市
場
に
依
存
し
て

い
た
も
の
を
国
家

へ
の
依
存
に
置
き
か
え
る
だ
け
で
は
な
い
か
)
。
そ
れ
に
対
し
、

以
下
の
よ
う
な
再
反
論
が
試
み
ら
れ
る
。
(
a
)
の
批
判
は
、
賃
労
働
を
中
心
と

見
な
し
一
そ
れ
以
外
の
労
働
を
貶
め
て
い
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
賃

労
働
以
外
の
労
働
を
社
会
的
に
位
置
付
け
る
の
に
貢
献
す
る
。
〈b
)
に
つ
い
て
、

労
働
組
合
な
ど
の
賃
金
決
定
機
能
は
、
長
期
的
雇
用
不
足
の
も
と
ど
の
み
ち
低

下
す
る
。
賃
金
保
証
の
代
替
案
上
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ん
が
必
要
で

あ
る
。
(
c
)
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

」
イ
ン
カ
ム
が
少
数
の
貧
困
者
の
制

度
的
な
厨
定
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な
方
策
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
は
可
能

で
あ
る
。

オ
ッ
フ
ェ
ら
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
ガ

ム
を
社
会
政
策
と
す
る
に
あ
た

っ

て
、
二
つ
の
条
件
を
つ
け
る
。
第

一
に
労
働
時
間
短
縮
、
第
二
に
組
織
化
さ
れ

た
市
場
外
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
の
政
治
的
促
進
、
で
あ
る
。

一
点
目
の
労

働
時
間
短
縮
に
は
、
既
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
賃
下
げ
が
伴
う
が
↓
ぺ

ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
よ
り

一
定
額
の
所
得
が
保
証
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ

は
受
け
入
れ
や
す

い
も

の
に
な
る
。
こ
う
し
て
べ
ー
シ
ッ
グ

・
イ
ン
カ
.ム
は
労

働
時
間
短
縮
の
前
揚
条
件
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
逆
も
真
で
あ
る
。
労
働
時
間

が
短
縮
さ
れ
雇
用
機
会
が
均
等
に
配
分
さ
れ
れ
ば
、
先
述
の

(b
)
の
批
判
が

主
張
す
る
よ
う
な
社
会
分
裂
の
危
機
は
回
避
さ
れ
る
。
二
点
月
に
つ
い
て
、

コ

ミ

昇
ニ
テ
ィ
に
よ
る
活
動
は
資
本
主
義
の
進
展
の
ゐ
と
縮
小
し
て
い
る
。
し
か

し
労
働
時
間
短
縮
の
結
果
そ
う
し
た
活
動

へ
の
需
要
が
高
ま
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
国
家
が
促
進
七
、
法
的
に
保
証
し
、
政
治
的
に
承
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
べ

ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
そ
の
基
盤
で
あ
る
。
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＼

」
こ
う
し
た
オ
ヅ
フ
ェ
ら
の
議
論
は
、
社
会
的
再
生
産
労
働
の
新
た
な
制
度
的

調
整
の
ツ
ー
ル
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
が
も
た
ら
す
、
社
会
的
再
生
産
労

働
の
新
た
な
担

い
手

の
活
動
領
域
で
あ
る
市
民
社
会
を
基
礎
と
七
て
、
リ
ト
ル

が
要
請
し
た
ま
う
な
き
ま
ざ
ま
な
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

の
市
民
社
会
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う

。
有
償
労
働
以
外
の
領
域

の
拡
大
に
よ
る

広
義
の
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
新
た
な
制
度
的
調
整

の
あ
り
よ
う
の
決
定
に
人
々
が
か
か
わ
る

こ
と
自
体
が
、
大
き
な
政
治
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
と
な
り
う
る
。

四

「
万
人

の
真

の
自

由

」
と

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム

第
二
節
で
は
、
リ
ト
ル
の
、
べ
1ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
自
由
な
政
治
的
コ

、・、
ユ
ニ
ケ
L
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
市
民
社
会
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え

る
議
論
を
み
た
。
が
、
そ
う
し
た
規
範
に
基
づ
く
市
民
社
会
像
で
は
、
社
会
政

策
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
を
導
出
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し

て
、
第
三
節
に
お
い
て
、
よ
り
多
く

の
「人
々
の
生
活
に
関
わ
る
観
点
を
持

つ
と

考
え
ら
れ
る
、
社
会
的
再
生
産
労
働

の
新
た
な
場
と
し
て
の
市
民
社
会
の
制
度

的
基
盤
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
を
位
置
付
け
る
オ

ッ
フ
ェ
ら
の
議
論

を
検
討
し
た
。

し
か
し
、
リ
ト
ル
の
議
論
に
お

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ッ
フ
ェ
ら
の
議
論
に

お
い
て
も
、
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
の
旦
ハ体
化
に
あ
た

っ
て
は
、
人
々
は
何

・ら
か
の
活
動

へ
の
参
加
を
期
待
さ
れ

る
。
オ

ッ
フ
ェ
ら
に
し
て
も
、
ボ
ラ
ン
タ

リ
L
な
活
動
の
政
治
的
促
進
を
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
導
入
の
条
件
と
し
て

382

い
る
の
が
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
リ
ト
ル
の
言
う
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
比
べ
れ
ば
、
社
会
的
再
生
産
労
働
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
、
参
加
す
べ
き
活

動
と
認
知
さ
れ
や
す

い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
オ

ッ
フ
ェ
ら
が

・言
う
よ
う
な
活
動
の
政
治
的
促
進
を
主
張
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
の
ず
と
あ
る
規

範
を
伴
う
。
そ
こ
で
は
や
は
り
、
リ
ト
ル
の
議
論
の
際
に
問
題
に
し
た
点
が
現

れ
て
く
る
の
だ
。
リ
ト
ル
の
主
張
に
対
し
て
、
政
治
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
の
市
民
社
会
生
成
を
目
指
す
べ
き
、
と

い
う
規
範
は
、
万
人
に
は

受
け
入
れ
が
た
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
を
呈
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り

広

い
人
々
の
生
活
と
関
連
付
け
な
け
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
社
会

政
策
と
し
て
現
実
性
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
そ
こ
で
、

杜
会
的
再
生
産
労
働
と
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
関
連
付
け
る
オ
ッ
フ
ェ
ら

の
議
論
に
注
目
し
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
何
ら
か
の
活
動
に
参
加
す
べ

き
だ
と
い
う
規
範
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
万
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
規
範
か
ら
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

イ
ン
カ
ム
を
位
置
付
け
、
そ
の
上
で
社
会
政
策
的
な
妥
当
性
を
追
求
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
考
え
が
生
ず
る
。
そ
う
し
た
議
論
と
し
て
、
.こ
こ

で
市
民
社
会
論
的
な
観
点
か
ら
や
や
離
れ
て
、
よ
り

一
般
的
な

し
つ
ま
り
よ
り

多
く

の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

至
規
範
的
目
標
で
あ
る

「万
人
の

真

の
自
由
」
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
手
段
と
し
て
べ
」
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
導

入
を
唱
え
る
パ
リ
エ
ス
の
所
論

(℃
巴

冨

お
り
α
)
を
見
て
い
き
た
い
。
彼
の
議

論
に
迂
回
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
由
で
自
発
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る
市
民
社

会
を
形
成
す
る
と
い
う
規
範
的
要
請
と
、
社
会
政
策
と
し
て
の
妥
当
性
と
を
、



丶

止
揚
す
る
観
点
の
獲
得
を
試
み
る
。

パ
リ
エ
ス
の
議
論
で
億
、
ま
ず

「万
人
の
真
の
自
由
」
と
い
う
規
範
を
立
て
、

そ
れ
を
実
現
す
る
社
会
帥
条
件
は
な
に
か
、
を
検
討
t
た
上
で
、
ベ
ー
シ
ッ

ク

・
イ
ン
カ
ム
が
提
案
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
」カ
ム
は
、
労

働
な
ど
を
要
件
と
す
る
こ
と
な
く
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
の
自

由
が
第

一
義
だ
か
ら
で
あ
る
。
労
働
お
よ
び
労
働
の
意
志
を
問
わ
な
い
と
い
う

こ
の

「無
条
件
性
」
が
パ
リ
エ
ス
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
の
、
第

一め

鍵
で
あ
る
。
こ

の
点
だ
け
み
る
と
、

パ
リ

エ
ス
の
議
論
は
、
こ
こ
ま
で
見
た
べ

ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
の
中
で
、
最
も
規
範
的
で
、
か

つ
現
実
離
れ
し
た
も

の
に
思
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
パ
リ
エ
ス
が
強
調
す
る
い
ま
ひ
と

つ
の
論
点
に
注
目
し
な

.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ベ
ー

シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
維
持
可
能
な
最
大

.
限
の
額
で
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
・
「持
続
可

能
性
」
が
彼
の
議
論
の
、
第
二
の
鍵
と
な
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
社
会
的
再
生
産
労
働

へ

の
自
由
で
自
発
的
な
参
加
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
の
創
生
と
い
う
規
範
的
要
請

に
応
え
る
と
と
も
に
、
制
度
的
な
妥
当
性
も
勘
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
思

わ
れ
る
。
以
下
、
い
ま
少
し
詳
し
く
パ
リ
エ
ス
の
議
論
を
見
て
い
き
た
い
。

触

パ
リ

エ
ス
は
、
自
ら
の
立
場
を

「真
の
リ
バ
タ
ザ
ア
ン
」
と
自
称
す
る
が
、

多
数
派
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
は
、
彼
の
立
場
を

「左
派
リ
バ
タ
リ
ア
ン
」
で
あ
る
、

と
す
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
よ
う
に
問
題
を
立
て
る
か
ら
だ
。
、パ
リ
エ

ス
は
、
第

一
に

「資
本
主
義
は
不
平
等
だ
」
、
第
二
に

「自
由
は
何
よ
り
重
要
だ
」

と

い
う
二
つ
の
命
題
を
提
出
す
る
。
通
常
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
は
第
二
の
命
題
を

追
求
し
、
不
平
等
の
問
題
は
重
視
し
な

い
。
不
平
等
、
ひ
い
て
は
再
分
配
を
問

題
に
す
る
よ
う
な
立
場
は
、
所
有
権
と

い
う
個
人
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で

あ
り
、
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ

ム
の
不
徹
底
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

パ
リ
エ
ス
は
、
「万
人
の
真
の
自
由
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
不
平
等
の
問
題
は

看
過
で
き
な

い
と
し
て
、
多
く
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
に
と

っ
て
は
相
互
排
他
的
で

あ
る
は
ず
の
上
記
二
つ
の
命
題
か
ら
生
ず
る
問
題
を
、
同
時
に
解
決
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

パ
リ
エ
ス
に
よ
れ
ば
、
自
由
な
社
会
と
は
ハ
以
下
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
す

冗
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。
第

一
に
、
権
利
が
よ
く
守
ら
れ
る
よ
う
な
構
造
が
あ
る

こ
と

(安
全
)。
第
二
に
、
そ
の
構
造
は
各

々
が
自
身
を
所
有
す
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と

(自
己
所
有
権
)。
第
三
に
ハ
そ
の
構
造
は
各

々
が
、
自
分
の
望
む

か
.も
し
れ
な

い
よ
う
な
こ
と
は
何
で
も
可
能
な
限
り
す
る
最
大

の
機
会
を
持

つ

よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
《
以
上
で
あ
る
。
第

一
、
第
二
の
要
件
は
、

一
般
的

な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
パ
ザ
エ
ス
の
特
徴
は
第
三

の
要
件
、
「機
会
」
を
問
題
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
制
度
的

手
段
と
し
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
っ
.

「万
人
の
真
の
自
由
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
理
想
の
、

最
良
の
制
度
的
表
現
は
、
最
大
限
の
収
入
を

「無
条
件
」
で
保
障
す
る
こ
と
で

あ
る
、
.と

い
う
論
理
は
、
そ

の
実
現
可
能
性
を
括
弧
に
入
れ
れ
ば
、
首
肯
で
き

る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
が
様

々
な
生
活
を
選

択
す
る
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
類
す
る
提
案
は
、
.
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
σ
数
力
国
に
お

い
て
近
年
提
起
さ
れ
つ
つ
あ
る
改
革
案
に
現
れ
て
い
る
、
と
パ
リ
エ
ス
は
言
う
。

市民社会と新しい社会政策239
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」し
か
し
、
そ
れ
ら
に
は
た
い
て
い
、
以
下
の
よ
う
な
条
件
が
つ
け
ら
れ
る
。
(1
M

現
に
働
い
て
い
る
か
働
け
な

い
か
の
ど
ち
ら
か
で
な

い
な
ら
ば
、
受
益
資
格
者

に
な
る
た
め
に
は
適
当
な
仕
事
を
す

る
か
、
訓
練
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

八
2
)
他
に
収
入
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
資
産
調
査
を
受
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
(3
)
家
計
単
位
の
状
況

.(
一
人
暮
ら
し
か
ど
う
か
、
収
入
の
あ
る
者
と
暮

ら
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
)

に
よ
り
、
受
益
資
格
や
額
が
規
定
さ
れ
る
。

(4
)
居
住
場
所

(都
会
に
住
ん
で
い
る
か
、
地
方
に
住
ん
で
い
る
か
、
な
ど
)

に
よ
り
、
受
益
資
格
や
額
が
規
定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
パ
リ
エ
ス
の
提
案
す
.る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、
そ

う
し
た
条
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
成
員
全
員
に
平
等

に
支
払
わ
れ
る
最
低
限
の
収
入
を
保
障
し
よ
う
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
よ

っ

て
、
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は

(1
)
働
く
つ
も
り

が
な
く
て
も
、
(2
)
貧
富
に
関
わ
り
な
く
、

(3
)
誰
と
住
ん
で
い
よ
う
と
、

(4
)
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、
政
府
に
よ

っ
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
収
入
で

あ
る
。
特
に

一
点
目
の
、
働
く
意
志

の
有
無
を
問
わ
な
い
、
と

い
う
点
は
、
「万
、

人
の
真
の
自
由
」
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
重
視
さ
れ
る
(2
)。

こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
と
、

ベ
ー
シ
ッ
ク

・.イ
ン
カ
ム
は
人
々
の
基
礎
的

な
必
要
を
満
た
す
よ
う
な
も
の
で
あ

る
、
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
パ
リ

エ
ス
は
、
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、

べ
」
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、
何
ら
か
の
基
礎
的
な
必
要
の
概
念
と
は
ま

っ
た

く
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。
彼
の
定
義
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、
人
が

ま
と
も
な
暮
ら
し
を
す
る
の
に
必
要
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
、
不
足
す
る
場
合

も
、
過
剰
な
場
合
も
あ
り
得
る
、
と

い
う
の
だ
。

な
ぜ
そ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。
そ
れ
に
答
え
る
た
め
に
は
、
パ
リ
エ

402

ス
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
に
お
い
て

「無
条
件
性
」
と
な
ら
ぶ
今
ひ
ど

つ
の
鍵
概
念
、
「持
続
可
能
性
」
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
「万
人
の
真

の
自
由
」
ど
い
う
と
き
、
そ
の

「万
人
」

に
は
、
後
続
世
代
も
含
ま
れ
る
。
と

な
る
と
、
将
来
の
経
済
的
混
乱
が
予
測
さ
れ
る
の
に
、
現
在
の
富
を
べ
ー
シ
ッ

グ

・
イ
ン
カ
ム
と
し
て
現
世
代
で
分
配
し
尽
く
し
て
し
ま
う
の
は
、
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
、し
元
が

っ
て
、
「万
人
の
真
の
自
由
」
の
た
め
に
は
、
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
の
額
は
、
最
大
限
で
あ
る
と
同
時
に
、
持
続
可
能
性
を
満
た

す
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
よ
う
に
特
徴
付
け
ら
れ
た
パ
リ
エ
ス
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
は
、

多
く
の
人
が
理
想
と
し
て
受
け
天
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う

「万
人
の
自
由
」
を
、

そ
の

「無
条
件
性
」
に
よ

っ
て
支
え
る
と
と
も
に
、
「万
人
」
に
後
続
世
代
も
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る

「持
続
可
能
性
」
と

い
う
条
件
に
よ
り
、
現
実
的
な

妥
当
性
も
主
張
す
る
。
パ
リ
エ
ス
の
言
う

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
が
、
も
し

持
続
可
能
性
と

い
ヶ
条
件
を
も
満
た
し
な
が
ら
も
、、
人
々
の
自
由
で
自
発
的
な

活
動
を
保
障
し
得
る
額
た
り
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
市
民
社
会

-
自
由
な
政

治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
で
あ
れ
、
社
会
的
再
生
産
労
働
の
場

と
し
て
で
あ
れ

-
の
創
生
に
、
大
き
く
資
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
・

し
か
し
、
パ
リ
エ
ス
の
主
張
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
論
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
間
違

い
な

い
。
次
節
で
は
、

そ
の
う
ち
代
表
的
と
思
わ
れ
る
二
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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/・

五

規
範
性
と
現
実
性

パ
リ
エ
ス
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
ガ
ム
論
は
、
相
当
に
単
純
化
さ
れ
た
も

の

だ
が
、
以
下
の
よ
う
な
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
八
に
対
し
て
提
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
典
型
的
な
疑
問
に
対
し
て
、
対
応
し
う
る
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第

一
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
ば
財
政
的
に
見
て

現
実
的
な
の
か
、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
べ
「

シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ

ム
は
人
々
の
労
働
意
欲
を
削
ぎ
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
温
床
と
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
問
題
を
パ
リ
エ
ス
の
議
論
を

参
照
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
そ

の
際
、
万
人
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
の

「無
条
件
性
」
と

「持
続
可
能
性
」
と

い
う
、
パ
リ
エ
ス
の
議
論
に
お
け
る
二
つ

の
特
徴
が
、
や
は
り
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
対
し
て
考
え
得
る
疑
問
の
第

一
は
、
現
在
の
社

会
保
障
や
社
会
給
付
よ
り
も
多
く
の
原
資
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
全
員
給
付
の
政
策
に
は
社
会
的
合
意
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
先
述
の
オ
ッ
フ
ェ
ら
は
、
労
働
時
間
短
縮
に
よ

っ
て
よ

り
多
く
の
人
々
に
賃
労
働
が
分
配
さ
れ
、
社
会
保
障
等
が
税
と
し
て

一
本
化
さ

れ
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
財
政
的
に
可

能
だ
し
社
会
的
に
合
意
さ
れ
う
る
と
見
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
給
付
額
と

財
政
規
模
の
問
題
に
は
、
直
接
に
は
答

尺
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、.
パ
リ

エ
ス
の

「無
条
件
」

で
あ
り
な
が
ら

「持
続
可
能
」

な
最
大
限
の
額
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
と

い
う
提
案
は
、
こ
の
疑
問
に
対

す
る

一
つ
の
応
答
た
り
得
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
パ
リ

エ
ス
の
ベ
ー
シ
ッ

ク

・
イ
ン
カ
ム
の
額
は
、
人
々
の
必
要
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
持
続
可
能
性
に

よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
。
.現
世
代
の
人
々
の
必
要
を
基
準
に
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

イ
ン
カ
ム
の
額
を
決
め
る
と
、
現
世
代
で
資
源
を
食

い
尽
く
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
習
六
の
自
由
」
を
保
証
す
る
た
め
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
の
額

.
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
パ
リ
エ
ス
に
と

っ
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン

カ
ム
が

「持
続
可
能
」
で
あ
る
こ
と
は
決
定
的
な
要
件
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「万
人
の
真
の
自
由
」
ど
い
う
限
り
、
「万
人
」
に
含
ま
れ
る
後
続
世
代
の
訂
由

を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

っ
た
。

「ナ
シ
ョ
ナ
ル

.
ミハ
ニ
マ
ム
」
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ

、」ム
を
社
会
政
策
と
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
人
々
の
必
要
と
べ
ー
シ
助
ク

・

イ
ン
カ
ん
を
結
び
つ
け
る
の
が
社
会
政
策
と
し
て
当
然
で
あ
り
、
現
実
的
な
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
七
て

「万
人
の
真
の
自
由
」
の
実
現
の
制
度
的
手

段
と
し
て
最
大
限
の
額
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

一
イ
ン
労
ム
供
給
を
主
張
す
る
パ
リ

エ

ス
の
議
論
は
、
理
念
的
な
も
の
に
思
え
る
(3)。

し
か
し
、
持
続
可
能
性
Z
い
う
条
件
を
つ
け
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ

ン
カ
ム
の
額

を
考
え
る
パ
リ
エ
ス
の
議
論
の
ほ
う
が
、
.人
々
の
必
要
の
積
み
上
げ
か
ら
そ
の

額
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
議
論
よ
り
、
む
し
ろ
現
実
的
で
あ
る
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
パ
リ
エ
ス
の
議
論
に
従
え
ば
、
あ
る
社
会
の
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン

カ
ム
の
額
は
、
(人
々
の
必
要
で
は
な
く
)
大
き
く
は
そ
の
社
会
の
生
産
能
力
、

、実
際
的
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
供
給
す
る
政
治
的
共
同
体
の
財
政
規

模
に
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
.ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
の
額

の
基
準
を
人
々
の
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
現
在
の
た
い
て
い
の
社
会
で
は
そ
の
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、

総
額
は
政
治
、的
共
同
体
の
財
政
規
模
を
超
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
各
人

の
必
要
を

い
か
に
算
定
す
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
も
難
問
で
あ
る
。
パ
リ
エ
ス

の
言
う
よ
う
に

「持
続
可
能
な
範
囲

で
最
大
限
の
額
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う

し
た
問
題
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
㌧
必
要
を
基
準
と

す
る
議
論
の
ほ
う
が
現
実
性
に
乏
し

い
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
る
と
、
最
初
の
印
象
と
は
逆
に
、
パ
リ
エ
ス
の
提
案
は
実
際
的
で
は
・

あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
必
要
を
満

た
さ
な
い
よ
う
な
小
額
の
収
入
し
か
人
々

に
は
提
供
さ
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
で
は
人
々
の
生
活
に
実
効
性
は
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
「万
人
の
真
の
自
由
」
の
制
度
的

手
段
と
し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
子
ン
か
ム
を
位
置
付
け
る
パ
リ
エ
ス
は
、
し
た
が

っ
て
、
「真
の
自
由
」
の
拡
大
の
た
め
に
は
な
ん
ら
か
の
生
産
能
力
の
向
上
を
要

請
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
パ
リ
エ
ス
に
よ
れ
ば
、
「真
の
自
由
」
の
た

め
に
は
、
自
由
と
平
等
に
加
・、尺
、
効
率
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
、

一
種
の
生
産
力
理
論
で
あ
る
と
批
判
す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ

な

い
。
む
ろ
ん
パ
リ
エ
ス
と

っ
で
は
自
然
資
源
を
使
い
尽
く
す
こ
と
は
、
後
続

世
代
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
許
容
し
が
た
い
。
し
か
し
、
生

産
能
力
は
す
く
な
く
と
も
現
在
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
、
世
代
間

の
公
正
の
た
め
に
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
パ
リ
エ
ス

の
議
論
は
成
り
立
ち
に
く
い
。
.と
す
る
と
、
資
源
枯
渇
に
よ
る
社
会
的
な
生
産

力
の
減
退
、.
あ
る
い
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
の
各
国
の
財
政
規
模
の
縮
小

と

い
っ
た
事
態
を
前
提
に
す
る
こ
と
は
、
パ
リ

エ
ス
の
議
論
で
は
あ
り
え
な
い

こ
と
に
な
る
。
持
続
可
能
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
を
基
準
と
す
る

.
議
論
よ
り
も
現
実
性
を
も
つ
か
に
思
え
る
パ
リ
エ
ズ
の
議
論
だ
が
、
生
産
能
力

の
な
ん
か
ら
の
増
大
と

い
う
前
提
を
要
請
す
る
も
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
現
実

422

性
に
は
そ
の
点
か
ら
疑
問
符
が

つ
く
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
パ
リ

ェ
ス
は
言
及
は
す
る
も
の
の
、
正
面
か
ら
議
論
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
続
く

第
二
の
疑
問
に
お
い
て
も
論
点
と
な
る
。

第
二
の
疑
問
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、
い
わ
ゆ
る

「受
動
的
シ
テ

イ
ズ

ン
シ
ッ
プ
」
の
温
床
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し

た
問
題
を
防
ぐ
条
件
と
し
て
、
オ

ッ
フ
エ
ら
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
を
国
家

が
促
進

・
保
証

・
承
認
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
果
た
し
て
そ
れ
で
十
分
な

の
か
。
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
増
加
や
勤
労
意
欲

の
低
下
を
警
戒
す
る
論
者
は
、、

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
の
よ
う
な
給
付
を
提
案
す
る
場
合
で
も
ハ

い
わ
ゆ
る

「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」
1
広
い
意
味
で
の
何
ら
か
の

「労
働
」
を
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

.

イ
ン
カ
ム
の
資
格
要
件
と
す
る
よ
う
な
ー
を
提
案
す
る
。
給
付
に
お
い
て

「労

働
」
を
資
格
要
件
と
す
る
の
か
ど
う
か
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、

い
く

つ
か
の
国
々
で
社
会
政
策
と
し
て
現
実
化
し

つ
つ
あ
る
の
は
、

ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
的
な
給
付
に
対
し
て
何
ら
か
の
労
働
を
求
め
る
ワ
ー

ク
フ
ェ
ア

・
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
。
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
警
戒
す
る
人
々
に
ベ
ー

シ
ッ
ク

・イ

ン
カ
ム
の
よ
う
な
政
策
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
に
は
、
労
働
を
支
給

.

の
要
件
と
す
る
こ
と
は
、
有
力
な
説
得
材
料
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は

「労
働
」
は
幅
広
い
内
容
を
持

つ
。
求
職
活
動
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
訓
練
や
学

習
活
動
、
従
来
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
公
共
的
な

活
動
、
ま
た
、
子
育
て
や
家
事
労
働
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
う
し
た

提
案
は
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
現
実
的
な
社
会
政
策
と
し
て
、
部
分
的
で

は
あ
れ
実
現
し

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
政
策
は
、
従
来
自
由
か



つ
自
発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
人
々
の
活
動
を
社
会
的
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
管
理
社
会

の
新
た
な
統

治
の
方
法

で
あ
る
、
と
い
っ
た
批
判
を
招

ぐ
こ
と
に
も
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
パ
リ
エ
ス
の
提
案
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
に
お
い
て

は
、
そ
の
支
給
に
労
働
の
意
志
の
有
無
は
問
わ
れ
な

い
α
「万
人
の
真
の
自
由
」

を
標
榜
す
る
パ
リ
エ
ス
に
と

っ
て
、
こ
の
無
条
件
性
は
必
須
で
あ
る
。
し
か
し
、

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
「万
人
の
真

の
自
由
」
を
よ
り
よ
く
保
障
す
る
社
会
体
制

と
し
て
は
、
よ
り
大
き

い
生
産
能
力
を
も
つ
も
の
の
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
。
で

は
、
生
産

(労
働
Y

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
ど
の
よ
う
に
保
た
れ
る
の
か
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
パ
リ
エ
ス

の
議
論
に
お
い
て
は
、
全
て
の

(少
な
く

と
心
大
多
数
の
)
社
会
の
成
員
は
、
「万
人
の
真
の
自
由
」
と
い
う
規
範
的
な
目

的
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ

、

と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
承
認
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
後
続

世
代
の
自
由
を
守
る
た
め
、
持
続
可
能
性
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
そ
う
な
る
と
、
(1
)
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
の
額
は
人
々
の
必
要
を
満

た
さ
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
人
々
は
必
要
を
充
足
さ
せ
る
た
め
働

く
意
欲
を
持
ち
続
け
る
。

(2
)
.も

し
生
活
に
必
要
な
額
を
満
た
す
だ
け
の
ベ
ー

シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
得
て
も
、
後
続
世
代
に
も
同
等
以
上
の
額
を
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
人
々
は
考
え

る
の
で
、
や
は
り
生
産

(な
い
し
は
生
産

力
の
保
持
)

へ
の
意
欲
は
削
が
れ
る
こ
と
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「万

人
の
真
の
自
由
」
と

い
う
目
的
を
共
有
す
る
限
り
、
自
由
を
制
限
す
る
よ
う
な

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

・
モ
デ
ル
を
選
択
し
な
く
て
も
、
労
働
意
欲
の
減
退
を
招
く
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
陥
る
こ
と
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。

パ
リ

エ
ス
は

「真
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
」
と
し
て

「万
人
の
真
の
自
由
」
を
標

榜
す
る
。
・そ
の
た
め
、
彼
の
提
案
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
は
、
例
え
ば

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

・
モ
デ
ル
に
比
べ
れ
ば
、
断
然
人
々
の
自
由
を
実
現
す
る
も
の

で
あ
る
、
と

一
見
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
同
時
に
持
続
可
能
性
と

い
う
条

件
を
付
け
た
。
こ
の
条
件
を
規
範
と
し
て
受
け
入
れ
れ
ば
、
現
在
の
社
会

の
生

、産
能
力
と
生
活
水
準
を
維
持

・
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
働
か
な

い
自
由
は
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
持
続
可
能
な
ベ
ー
シ
ッ
ク

・

イ
ン
カ
ム
維
持
の
た
め
に
は
、
人
々
.は

「労
働
」
せ
ざ
る
を
え
な

い
の
、で
あ
る
。
馳

こ
う
し
て
み
る
と
、
パ
リ
エ
ス
の
言
う

「万
人
の
真
の
自
由
」
が
実
現
す
る

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
二
種
類
の
社
会
に
お
い
て
で
あ
る
。

一
つ
は
、
万

人
が
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
自
発
的
に
生
産
に
参
加
す
る
よ
う
な
社
会

(あ
る

い
は
同
時
に
人
々
が
自
由
意
志
に
基
づ

い
て
自
発
的
に
生
活
水
準
を
下
げ
る
よ
、

う
な
社
会
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
ワ
L
ク
フ
ェ
ア

・
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
と

し
て
も
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
高
度
な
管
理
社
会
で
あ
る
、
と
も
言

え
る
。
「真
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
」
κ
と

?
て
は
太
意

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
す
る
と
、
第

一
に
挙
げ
た
財
政
的
問
題
も
、
第
二
に
挙
げ
た
労
働
の
問
題

も
解
決
し
、
パ
リ
エ
ス
の
理
想
が
実
現
す
る
の
は
、
い
ま
ひ
と

つ
の
社
会
に
お

い
て
で
し
か
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
間
の
直
接
的
な

「労
働
」
を
必
要
と

し
な

い
巨
大
な
生
産
力
を
持
つ
よ
う
な
社
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
今

後
そ
う

い
っ
た
生
産
力
の
向
上
は
望
め
る
の
か
、
と
い
う
問
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
る
。

以
上
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
際
に
ま
ず
出
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
二
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
パ
リ
エ
ス
の
議
論
を
拠
り
所
と
し
な
が
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ら
考
察
を
試
み
た
。
パ
リ
エ
ス
の
議
論
は
、
「無
条
件
性
」
に
よ
り
理
念
的
で
現

実
離
れ
し
た
面
を
見
せ
な
が
ら
、
.「
持
続
可
能
性
」
に
よ
り
実
際
的
で
も
あ
り
う

る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
」
「万
人

の
真

の
自
由
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
、

最
終
的
に
は
右
の
よ
う
な
問
題
に
突
き
当
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
ヶ
し
た
問
題
を
検
討
し
、
べ
ー

シ
ッ
グ

」
イ
ン
カ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
、
自
由
で
自
発
的
な
活
動
の
場
と
し
て
の
市
民
社
会
は
可
能
か
、

と
い
う
問
題
を
考
え
る
ご
と
で
も
あ

る
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

・
イ
ン
カ
ム
を
め
ぐ
る

議
論
は
、
市
民
社
会
論
を
単
な
る
理
想
論
と
し
て
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

'

注

、

、(
1
)
も
ち

ろ
ん
、
そ
う
し
た
活
動

が
先
鋭
化
す
れ
ば

、
昨

今
の
反
グ

ロ
ー

バ
ル
運

動

に
見

ら
れ
る
よ
う

に
、
現
存

す
る
市
場

や
国
家

に
厳
し
く
対
立
す

る
も

の

に
転
化
す

る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
運
動
に

も
旧
来

の
社
会
主
義
革

.

・命

の
よ
う

な
、
国
家
権
力
を
握

り
市
場
を
統
轄

し
よ
う

、
と

い

っ
た
発
想
は

な

い
、。

(2
)
し
か

し
同
時

に
、
何
ら

か

の
労
働
を

支
給
条

件
と
す

る

「
ワ
ー

ク

フ

ェ
ア
」

的
な

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ

ム
論

と
対
立
し
、
無
条
件

な
支
給
は
現
実
的

で

な

い
、
と

の
批
判

を
招
く

こ
と

に
な
る
だ

ろ
う
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
次
節

で

検
討
す

る

(3
)

ベ
ー
シ

ッ
ク

・
イ

ン
カ

ム
論

が
、
そ

の
額
を
人

々
の
基

本
的
必
要

に
結
び
付

.

け
る
議
論
ど

、
結

び
付
け
な

い
議
論

に
大
別
さ

れ
る
、
と

い
う

観
点
は
、
山

森

亮
か
ら
示
唆
を

受
け
た
。
な

お
、
必
要
理
論

に

つ
い
て
は
、
山
森

(二

〇

〇

一
)
を
参
照

の
こ
と
。
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               Civil Society and New Social Policy 

                      Toward Arguing Basic Income 

                           KAMEYAMA Toshiro 

          Basic income is the new social policy that contributes to the creation of civil society. Civil society 

        has two characters. First, it is the sphere of freedom of communication. Secondly, it is the sphere of 

        social reproduction. Some argue that basic income is the tool for the creation of civil society as the 
        sphere of freedom of communication. But such view isn't sufficient for introducing basic income, for it 

        claims the norm that the freedom of communication is very important. Others insist that basic income 

        be the'tool for the creation of civil society as the sphere of social reproduction. This view is suitable for, 
        the reason of introducing basic income because social reproduction is relevant to all members of 

        society. However, these arguments request people that they should be accept certain norm. Therefore, 

        we need more general norm. Then, I examine the normative argument about basic income that 

        advocates 'real-freedom-for-all'. This argument demands that basic income should be irrespective of 

        work or willingness to work because the freedom is most important. Moreover, as 'freedom-for-all' 

        must be maintain in the future, the basic income should be sustainable. Then, the basic income intends 

        the norm, while it could be practical, because the allowance should be sustainable level. There must be 

       two opposing arguments against the policy of basic income. First, they doubt the feasibility of basic 

        income because of financial difficulty. Secondly, they are afraid of paternalism caused by basic income. 

       I think the unconditionality and sustainability of basic income could bring the certain solution of these 

        questions. 

      Key Words 

       Civil Society 

        Basic Income 

         Real-Freedom-for-All 

        Unconditionality 

       Sustainability 

      245 r,i #f-VL Vr L, AL cV245
.市民社会と新し

い社会政策


